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明
応
二
年
（
一
四
九
三
）、
足
利
義
材
と
河
内
守
護
畠
山
政
長
ら
の
軍
勢
は
、
畠
山
基

家
を
討
伐
す
る
目
的
で
河
内
国
へ
遠
征
す
る
も
の
の
、
明
応
の
政
変
に
よ
り
形
勢
が
逆
転

し
、
敗
北
す
る
。
本
論
文
は
、
こ
の
一
連
の
戦
い
で
あ
る
「
正
覚
寺
の
戦
い
」
の
布
陣
状

況
を
描
い
た
と
さ
れ
る
「
明
応
二
年
御
陣
図
」（
奈
良
市
福
智
院
家
に
伝
来
し
、
現
在
は

京
都
市
在
住
の
個
人
が
所
蔵
す
る
）
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
同
時
代
の
日
記
類
か
ら
正
覚
寺
の
戦
い
の
経
過
を
概
観
し
て
い
る
。
そ
の

作
業
に
よ
っ
て
、
現
在
の
藤
井
寺
市
・
羽
曳
野
市
・
松
原
市
が
主
戦
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
本
図
が
、
正
覚
寺
の
戦
い
を
意
識
し

て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
次
に
、
本
図
に
記
さ
れ
た
地
名
の
翻
刻
及
び
現
在

地
比
定
を
行
っ
た
う
え
で
、
中
世
後
期
河
内
国
の
交
通
路
に
つ
い
て
考
察
が
展
開
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
本
図
の
川
を
示
す
黒
線
と
、
道
を
示
す
朱
線
を
検
討
し
、
川
・
道
の

現
在
地
比
定
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
を
跨
ぐ
よ
う
に
描
か
れ
る
長
方
形
の
記
号
に
注

目
し
、
こ
れ
ら
が
渡
し
場
や
渡
舟
を
表
し
、
河
内
国
北
部
で
は
主
に
川
船
が
大
和
川
水
系

に
関
わ
る
交
通
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
最
後
に
本
図
の
性
格
を
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
点
目

は
、
作
成
者
に
つ
い
て
で
あ
り
、『
尋
尊
大
僧
正
記
』
に
登
場
す
る
地
名
と
の
一
致
率
な

ど
か
ら
、
伝
来
の
と
お
り
尋
尊
と
す
る
。
二
点
目
は
、
情
報
源
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
図

の
表
記
、
描
写
か
ら
は
、
河
内
北
部
の
情
報
量
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
十
五
世
紀

末
に
お
け
る
、
主
に
南
部
の
交
通
を
介
し
た
情
報
の
伝
わ
り
方
を
表
現
し
て
い
る
と
指
摘

す
る
。
最
後
の
三
点
目
と
し
て
は
、
本
図
が
正
覚
寺
の
戦
い
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
両
畠
山
氏
の
抗
争
も
含
め
て
書
き
表
し
た
絵
図
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

　

中
世
後
期
の
河
内
国
を
描
い
た
本
図
の
地
名
、
川
、
道
の
細
か
な
現
地
比
定
が
な
さ

れ
、
特
に
、
北
部
と
南
部
で
、
交
通
の
様
相
や
情
報
量
の
差
を
読
み
取
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
の
は
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
河
内
国
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
和
国
と
の
関

係
・
交
通
を
考
え
て
い
く
う
え
で
も
必
読
の
論
文
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
他
地
域
と
の

比
較
、
地
形
の
復
元
等
も
加
味
し
た
、
本
図
の
更
な
る
解
明
を
期
待
し
た
い
。（

鈴
木
沙
織
）

三
原
大
史
「「
明
応
二
年
御
陣
図
」
か
ら
み
た
中
世
後
期
の
河
内
国
」（『
都
市
文
化
研
究
』
第
二
三
号
、

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二一
年
三
月
）

　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
三
編
完
結
と
、
歴
代
担
当
者

の
一
人
、
小
川
裕
充
氏
追
悼
を
重
ね
合
わ
せ
た
論
文
集
の
一
編
。
小
川
氏
に
は
「
北
宋
時

代
の
神
御
殿
と
宋
太
祖
・
仁
宗
坐
像
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
一
二
五
五
、
二
〇
〇
〇
年
）

が
あ
り
、
本
論
文
は
そ
の
論
点
も
継
承
す
る
。
神
御
と
は
皇
帝
の
肖
像
画
で
あ
る
。

　

台
北
国
立
故
宮
博
物
院
に
は
宋
代
帝
王
画
像
十
六
軸
・
皇
后
画
像
十
一
軸
が
所
蔵
さ
れ

る
。
清
の
宮
廷
に
集
め
ら
れ
た
が
、
画
風
や
成
立
背
景
は
個
々
に
検
討
を
要
す
る
。

　

ま
ず
、
ほ
ぼ
同
一
の
図
様
を
示
す
南
宋
帝
王
像
六
幅
に
つ
い
て
、
画
風
か
ら
制
作
年
代

を
定
め
る
。
始
点
と
し
て
、
理
宗
・
寧
宗
両
坐
像
の
彩
色
・
紋
様
・
面
貌
表
現
な
ど
の
細

部
を
比
較
し
、
寧
宗
像
を
後
代
の
再
制
作
と
し
て
、
他
像
も
南
宋
前
中
期
・
後
期
、
南
宋

を
下
る
制
作
と
識
別
し
て
基
準
を
立
て
る
。
さ
ら
に
北
宋
帝
王
像
に
遡
っ
て
検
討
す
る
が
、

南
宋
に
新
た
に
制
作
さ
れ
た
画
像
が
含
ま
れ
、
姿
態
に
も
幅
が
あ
る
。
紅
色
袍
服
の
坐
像

六
幅
を
比
較
し
、
と
く
に
哲
宗
・
徽
宗
二
像
は
徽
宗
朝
制
作
と
推
定
す
る
。
ま
た
紅
色
で

な
い
三
幅
の
課
題
に
言
及
し
、
宣
祖
・
宣
祖
后
両
坐
像
は
他
と
異
な
る
図
像
と
確
認
す
る
。

　

つ
い
で
宋
代
帝
后
像
の
類
型
の
淵
源
を
探
る
。
先
行
し
て
立
像
が
流
行
し
て
い
た
兆
候

や
そ
の
機
能
、
坐
像
定
着
の
背
景
と
し
て
特
に
晩
唐
五
代
の
生
祠
信
仰
に
注
目
す
る
。
ま

た
正
面
像
と
さ
れ
ず
、
扠
手
礼
で
描
か
れ
る
と
い
う
大
き
な
論
点
の
下
、
儀
礼
と
の
関
わ

り
を
検
討
す
る
。
帝
王
像
は
最
高
級
の
礼
服
で
は
な
く
常
服
の
履
袍
だ
が
、
向
い
合
せ
で

対
と
な
る
皇
后
像
は
最
高
級
の
褘
服
で
あ
る
。
朝
廷
行
事
に
お
い
て
皇
后
は
ほ
ぼ
褘
服
を

着
し
、
皇
帝
は
儀
礼
の
途
中
で
着
替
え
る
こ
と
が
あ
る
点
に
留
意
さ
れ
る
。
帝
后
神
御
は

必
ず
し
も
同
じ
殿
閣
で
献
礼
を
受
け
ず
、
対
で
祀
る
状
況
は
再
検
討
を
要
す
。
咸
平
年
間

（
九
九
八
〜
一
〇
〇
三
）
以
降
、
神
御
へ
の
朝
謁
が
皇
帝
の
行
事
で
踏
襲
さ
れ
、
神
御
に

対
し
在
位
中
の
皇
帝
が
百
官
の
朝
謁
を
受
け
る
の
と
同
じ
扱
い
が
な
さ
れ
、
神
御
は
生
前

の
朝
謁
の
礼
法
に
か
な
う
常
服
の
坐
像
が
定
型
と
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

本
論
で
論
じ
ら
れ
た
肖
像
画
は
「
故
宮
典
藏
資
料
検
索
」
か
ら
画
像
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
、
過
半
に
つ
い
て
は
「O

pen D
ata

專
區
」
か
ら
全
図300dpi

のtiff

画
像
を
利

用
で
き
、
細
部
に
関
す
る
指
摘
な
ど
、
論
旨
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。　
（
藤
原
重
雄
）

陳
韻
如
（
前
田
佳
那
訳
）「
宋
帝
后
画
像
に
つい
て
―
東
ア
ジ
ア
中
世
の
帝
王
画
像
に
お
け
る
宗
教
性
と
世
俗
性
」

（
板
倉
聖
哲
・
塚
本
麿
充
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年一月
）
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